
八
抱

え
の

松
 

 
 

 
古

松
碑
 

 

む
か

し
、

こ
こ

に
大

き
な

松
の

木
が

あ
り

ま
し

た
。

樹
齢

七
、

八
 

百
年

ほ
ど

で
、

高
さ

は
百

尺
（

三
三

メ
ー

ト
ル

）
も

あ
り

、
幹

の
太

さ
は

、
大

人
八

人
が

手
を

つ
な

い
で

や
っ

と
抱

え
ら

れ
た

ほ
ど

の
大

き
な

も
の

で
し

た
。
 

そ
の

根
本

に
「

妙
見

さ
ま

」
が

祀
ら

れ
て

い
ま

し
た

の
で

、
御

神
 

木
と

し
て

大
切

に
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
 

そ
の

立
派

な
こ

と
は

、
江

戸
時

代
終

り
の

安
政

五
年
（

一
八

五
八

） 

に
発

行
さ

れ
た

『
成

田
名

所
図

会
』

で
偲

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

と
こ

ろ
が

、
天

保
年

間
（

一
八

三
〇

～
一

八
四

四
）

に
こ

の
松

に
 

雷
が

落
ち

、
元

気
が

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。
 

 
そ

し
て

、
明

治
二

年
、

台
風

が
吹

い
た

と
き

、
つ

い
に

倒
れ

て
し

ま
っ

た
の

で
、

村
の

人
た

ち
は

こ
の

松
の

こ
と

を
永

く
忘

れ
な

い
よ

う
に

「
古

松
碑

」
を

建
て

た
の

で
す

。
 

 
 

※
 

古
松

碑
…

明
治

三
年

十
月

に
建

立
さ

れ
た

碑
。

高
さ

は
、

二
・

一
八

メ
ー

ト
ル

、
巾

は
、

〇
・

九
メ

ー
ト

ル
あ

り
、

当
時

、
酒

々

井
町

が
成

田
街

道
宿

場
駅

の
一

つ
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
「

酒
々

井

町
古

松
碑

」
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。
 

 
 

碑
文

は
、

五
九

〇
字

か
ら

な
る

漢
文

で
、

佐
倉

藩
大

参
事

、
平

野
重

久
の

撰
文

、
書

学
教

師
、

平
林

辰
協

の
書

に
よ

る
も

の
。

古

松
の

事
蹟

、
酒

の
井

の
由

来
、

千
葉

氏
本

佐
倉

城
時

代
の

酒
々

井

町
の

繁
栄

の
様

子
を

偲
ん

だ
名

文
を

刻
ん

で
い

ま
す

。
 

 
 

昭
和

五
十

二
年

三
月

二
十

九
日

に
町

の
指

定
文

化
財

に
な

っ
て

い
ま

す
。
 

 
 

こ
の

碑
の

脇
に

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

が
あ

り
ま

す
。
 

 ※
 
成

田
名

所
図

会
…

筆
者

は
、
中

路
定

俊
、
定

得
父

子
で

、
成

田
山
 

新
勝

寺
に

よ
り

刊
行

さ
れ

ま
し

た
。
 

 
 

寛
政

ま
で

に
お

よ
そ

二
十

年
か

け
て

、
江

戸
か

ら
成

田
ま

で
の

名
所

、
旧

蹟
、

社
寺

の
歴

史
を

克
明

に
記

述
し

た
書

物
で

、
全

五

巻
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
別

名
「

成
田

参
詣

記
」

と
も

い
わ

れ

て
い

ま
す

。
 

 
 

特
に

、
挿

絵
は

、
江

戸
時

代
の

旧
成

田
街

道
の

様
子

を
描

い
た

大
変

貴
重

な
資

料
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 


